
◇１１月の予定 学習支援室

リトル ３年ジュニア 本科４年生 本科５年生 本科６年生 本科生 卒業生

１１月 １日 日 日 1

２日 月 Ａ:算社⑩/Ｂ:算理⑩ Ａ:国算⑩/Ｂ:国⑩/Ｃ:算⑩ ○満席 ○ 月 2

３日 火 国⑩ Ａ:算⑨/Ｂ:算⑨/Ｃ:国⑨ ※算【夜】 火 3

４日 水 ○ Ａ:国理⑩/Ｂ:国社⑩ Ａ:理社⑩/Ｂ:社理⑩ ○ ○ 水 4

５日 木 ○ 算⑩ Ａ:国⑨/Ｂ:国⑨/Ｃ:算⑨ ○ ○ 木 5

６日 金 ○ ※週テストはありません ○ ○ 金 6

７日 土
月例テスト

９：５０集合

Ａ:算国⑪/Ｂ:算⑪/Ｃ:国算⑪

※週テストはありません

週テスト⑨

Ａ:理社【特】/Ｂ:社理【特】
〇 土 7

８日 日
組分けテスト

文教大学附属中 １３：４０集合

組分けテスト

文教大学附属中 ８：４０集合
日 8

９日 月 Ａ:算社⑪/Ｂ:算理⑪ Ａ:国算⑪/Ｂ:国⑪/Ｃ:算⑪ ○満席 ○ 月 9

１０日 火 国⑪ Ａ:算【特】/Ｂ:算【特】/Ｃ:国【特】※算【夜】 火 10

１１日 水 ○ Ａ:国理⑪/Ｂ:国社⑪ Ａ:理社⑪/Ｂ:社理⑪ ○ ○ 水 11

１２日 木 ○ 算⑪ Ａ:国【特】/Ｂ:国【特】/Ｃ:算【特】 ○ ○ 木 12

１３日 金 ○ 週テスト⑪ ○ ○ 金 13

１４日 土
週テスト⑪

Ａ:算国⑫/Ｂ:算⑫/Ｃ:国算⑫

Ａ:理社⑩/Ｂ:社理⑩

※週テストはありません
○ 土 14

１５日 日
第５回合不合判定テスト

会場・時間は各自で異なります
日 15 

１６日 月 Ａ:算社⑫/Ｂ:算理⑫ Ａ:国算⑫/Ｂ:国⑫/Ｃ:算⑫ ○満席 ○ 月 16

１７日 火 国⑫ Ａ:算⑩/Ｂ:算⑩/Ｃ:国⑩ ※算【夜】 火 17

１８日 水 ○ Ａ:国理⑫/Ｂ:国社⑫ Ａ:理社⑫/Ｂ:社理⑫ ○ ○ 水 18

１９日 木 ○ 算⑫ Ａ:国⑩/Ｂ:国⑩/Ｃ:算⑩ ○ ○ 木 19

２０日 金 ○ 週テスト⑫ ○ ○ 金 20

２１日 土
週テスト⑫

Ａ:算国⑬/Ｂ:算⑬/Ｃ:国算⑬

週テスト⑩

Ａ:理社⑪/Ｂ:社理⑪
○ 土 21

２２日 日 日 22

２３日 月 Ａ:算社⑬/Ｂ:算理⑬ Ａ:国算⑬/Ｂ:国⑬/Ｃ:算⑬ ○満席 ○ 月 23

２４日 火 国⑬ Ａ:算⑪/Ｂ:算⑪/Ｃ:国⑪ ※算【夜】 火 24

２５日 水 ○ Ａ:国理⑬/Ｂ:国社⑬ Ａ:理社⑬/Ｂ:社理⑬ ○ ○ 水 25

２６日 木 ○ 算⑬ Ａ:国⑪/Ｂ:国⑪/Ｃ:算⑪ ○ ○ 木 26

２７日 金 ○ 週テスト⑬ ○ ○ 金 27

２８日 土
週テスト⑬

Ａ:算国⑭/Ｂ:算⑭/Ｃ:国算⑭

週テスト⑪

Ａ:理社【特】/Ｂ:社理【特】
○ 土 28

２９日 日 日 29

３０日 月 Ａ:算社⑭/Ｂ:算理⑭ Ａ:国算⑭/Ｂ:国⑭/Ｃ:算⑭ ○満席 ○ 月 30

３１日 火 国⑭ Ａ:算【特】/Ｂ:算【特】/Ｃ:国【特】※算【夜】 火 31

○質問は、自習室を利用してください

○遅刻・欠席は電話連絡をお願いします

○スタッフの指示は必ず守りましょう

○祝日でも授業があります

〒143-0023

東京都大田区山王2-37-2-1F

TEL・FAX 03(5746)3043

http://home.b04.itscom.net/ils/

受付 14:00～21:00 （日曜定休）

学習サポート  アイ ･エル･エス

アイ・エル・エス news ～中学受験コース～

本科生 19:40～21:00

卒業生 19:40～21:30

２０２６年

『柿食へば鐘が鳴るなり法隆寺』･･･あまりにも有名なこの俳句を聞いたことがある人も多いでしょう。作者であ

る正岡子規は明治１０年に愛媛で生まれ、上京後に現在の東京大学に入学しました。ここで生涯の親友となった

のが小説家の夏目漱石で、漱石は子規の母校である松山中学で教師をしていたこともあり、その時の経験を基に

『坊ちゃん』という名作は生まれます。学生時代から俳句や短歌の新しいスタイルを探し求めていた子規ですが、

ある時突然の病に倒れます。『予習シリーズ』にも登場する『瓶(かめ)にさす藤の花ぶさみじかければたたみの

上にとどかざりけり』という句には病気で起き上がることのできない子規の無念さがにじみ出ています。

さて、今年に入ってから新聞やニュースで「盗塁」や「死球」といった野球用語の見直しが話題になっています。

「盗」や「死」という字の使用が不適切かどうかについては、ここでは一人ひとりの判断にゆだねますが、実はこれ

らの言葉を初めて使ったのも子規といわれています。野球が大好きだった子規は、新聞記者時代にアメリカから

伝わった野球のルールや歴史を紹介し、野球を題材にした短歌や俳句も詠（よ）みました。その後、子規は３４歳

という若さでこの世を去ります。しかし、「見たままを表現する」という作風は短歌や俳句の世界に新たな風をもた

らし、「打者」や「直球」など英語から日本語に訳した言葉の数々は１００年以上たった現在も生き続けています。

『若草や子ども集まりて毬(まり)を打つ』

『今やかの三つのベースに人満ちてそぞろに胸のうちさわぐかな』
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